NEC Express 580 0/ 爲 THU ⑩窗 



11111111111111111111111111111 


2009年 9 月第2版 


本装置を取0巧5前に本書の説明をよ<お読み<ださい。 

本書は大切に巧管して<ださい。 

NEC Express 已 800 シリーズ製品をま全に正しくご使用になるためにお要な情報が記載されています。 
本書は、必要なときすぐに参照できるよラ、お手元に置いておくようにしてください。本装置をご使用にな 
る前に本書およびユーザーズガイドを必ずお読みください(ユーザーズガイドは添付の DVD-ROM に PDF 
ファイルとして格納されています)。また、本夕中の名称についてはユーザーズガイドの r 各部の名称と機能」 
の項をご参照ください。 


本書およびラベルで使用ずる記号とその内容 


注意の喚起 


A 

感電のおそれがあることを示します。 


指がはさまれてけがをするおそれが 
あることを示します。 

A 

高温による傷害を負ラおそれがある 
ことを示します。 

A 

けがをするおそれがあることを示し 
ます。 

底 

爆発または破裂のおそれがあること 
を示します。 

A 

レーザー光による失明のおそれがあ 
ることを示します。 

A 

発煙または発乂のおそれがあること 
を示します。 

A 

特定しない一般的な注意•警告を示 
します。 


行為の禁止 


本製品の巧用目的について 


本製品は、高速処理が巧能であるため、高性能コンピュータの平和的利用に関する日本政府の指 
導対象になっておりまず。ご使用に際しましては、下記の点につきごを意いただけますよう、よ 
ろしくお願いいたしまず。 

1. 本製品は不法侵入、盗難等の危険がない場所に設置して<ださい。 

2. パスワード等により適切なアクセス管理をお願いいたします。 

3. 大量破壊兵器およびミサイルの開発、ならびに製造等に関わる不正なアクセスが行われるお 
それがある場合には、事前に弊社柜談窓□までご連給 < ださい。 

4. 不正使用が発覚した場合には、速やかに弊社柜談窓□までご連給<ださい。 

弊社柜談窓□:ファーストコンタクトセンター 電話番号: 03-34 日日-5800 


まをにかかわる表巧について 



本装置を分解•修理•改造しないでくだ 
さい。感電や乂災のおそれびありまず。 


めれた手で角虫らないでください。感 
電するおそれがあります。 


指定された場所 LU がには触らないで 
<ださい。感電や乂傷などの傷害の 
おそれがあります。 

(§) 

水や液体がかかる場所で使用しな 
し、でくださし、。水にめらすと感電や 
発乂のおそれがあります。 


乂気に近づけないで<ださい。発乂 
するおそれがありまず。 

0 

特定しない一般的な禁止を示しま 
す。 


行為の強制 


运 

装置の電源プラグをコンセントから巧 
いて < ださい。乂災や感電のおそれが 
あります。 

〇 

特定しない一般的な使用者の行為を 
指示します。説明に従った操作をし 
て < ださい。 

〇 

必ず接地して < ださい。感電や乂災の 
おそれがあります。 



本製品を安全にお使いいただくために、本書の指示に従って取り扱ってください。 

本書には本装置のどこが危険か、どのような危険に遭うおそれがあるか、どうすれば危険を避けら 
れるかなどについて説明されていまず。また、本装置内で危険が想定される箇所またはその付近に 
は警告ラベルが貼り付けられていまず。 

本書および警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として、 r 警告」と「ミま意」という用語を使用して 
いまず。それぞれの用語は次のような意□ホを持つものとして定義されていまず。 



1 

人が死 t する、または重傷を負うおそれがあることを示しまず。 

IA ミ主哥 


义傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあることを示し 
まず。 


危険に対するを意•表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のよう 
な意□ホを持つものとして定義されています。 


A 

を意の喚起 

この記号は危険が発生ずるおそれがあることを表します。記号 
の中の絵表示は危険の内容を図案化したものでず。 

例：感電を意 

A 

Q 

行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記号の中や近くの絵表示は、 
してはならない行為の内容を図案化したものでず。 

例：分解禁止 

( S ) 

参 

行為の強制 

この記号は行為の強制を表しまず。記号の中の給表示は、しなけ 
ればならない行為の内容を図案化したものでず。危陵を避けるた 
めにはこの行為が必要です。 

例：プラグをあく 

€ 


(本書での表示例) 


ミち意を促す記号を険に対するま意の内容を険の程度を表す用語 




1 



心主意 



指定ムソがのコン i 

電源は指走さ 
t (外の電源を 

Z ントに差し込まない 

'れた電圧で、 アース 線付きのコンセントをお使いください。指を 
:使うと义災や漏電の原因となります。 


まを上のごを意 


全般的な注意事項 


人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用しない 

本装置は、医療機器-原子力設備や機器、航空宇宙機器-輸送設備や機器など、 
人命に関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とずる設備や機器などへの組 
み込みやこれらの機器の制御などを目的とした使巧は意図されておりません。こ 
れら設備や機器、制御システムなどに本装置を使巧した結ま、人身事故、財産損 
害などが生じても弊社はいかなる責任も負いかねまず。 

煙や異臭、異音がしたまま使用しない 

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源を OFF にして電源プラグを 
コンセントからあいてください。その後、お買い求めの販売店または保守サービ 
ス会社にご連絡ください。そのまま使巧ずると义災の原因となりまず。 

_ I 針金や金属片を差し込まない 

通気孔やフ□ッピーディスクドライブ、光ディスクドライブなどのすきまから金属 
― ^-^1 片や針金などの異物を差し込まないでください。感電の危検があります。 


A 這 


[ A 注意] 


A \ A \\ 

0 

AA 

0 


ミ毎がで使用しない 


本装置は、日本国内専用の装置です。海外では使巧できません。本装置を海外で 
使用ずると义災や感電の原因となりまず。 

本装置内に水や異物を入れない 

本装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでください。义 
災や感電、故障の原因となりまず。もし入ってしまったときは、ずぐ電源を OFF 
にして、電源プラグをコンセントから抜いてください。分解しないで販売店また 
は保守サービス会社にご連絡ください。 


電源•電源コードに関する注意事項 





捕 1 

A 庭 1 

0 1 

1 めれた手で電源プラグを持たない 

1 めれた手で電源プラグのあき差しをしないでください。感電するおそれがあります。 

1アース線をガス管につながない 

アース 線は絶対にガス管につながないでください。ガス爆発の原因になります。 


IA 注意1 


指定 L ソがのコンセントに差し込まない 

AA 

電源は指定された電圧で、アース付きのコンセントをお使いください。指定じ(外 
の電源を使うと义災や漏電の原因となります。また、延長コードが必要となるよ 
うな場所には設置しないでください。本装置の電源仕様に合っていないコードに 
接赫すると、コードが過熱して义災の原因となりまず。 

クラス01のアース線付き AC コードセットを使用ずる場合は、接地接赫は必ず、電 
源プラグを電源につなぐ前に巧ってください。接地接続を外す場合は、必ず電源 
プラグを電源から切り離してから巧ってください。 

0 



たこ足配線にしない 

コンセントに定格じ(上の電流が流れることによって、過熱して义災の原因となる 
おそれがありまず。 

A A 

ケーブル部分を持って引き巧かない 

ケーブル部分を抜くときはコネクク部分を持ってまっすぐに引き抜いてくださ 

0 

し、ケーブル部分を持って引っ張ったりコネクク部分に無理な力を化えたりずる 
とケーブル部分が破損し、义災や感電の原因となりまず。 

AA 

中途半端に差し込まない 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中途半端に差し込むと接 
触不良のため発熱し、义災の原因となることがありまず。また差し込み部にほこ 
りがたまり、水滴などががくと発熱し、义炎の原因となるおそれがあります。 

0 


指定 L ソがの電源コードを使わない 

AA 

本装置に添付されている電源コード t (かのコードを使わないでください。電源コー 
ドにを格 t (上の電流が流れると、义炎の原因となるおそれがあリます。また、電源 
コードのお損じよる感電や义災を防止するために次のを意をお守リください。 

• コード部分を引っ張らない。 • 電源コードをはさまない。 

• 電源コードをおり曲げない。 • 電源コードに薬品類をかけない。 

• 電源コードをねじらない。 • 電源コードの上にものを載せない。 

• 電源コードを踏まない。 • 電源コードを改造•力□エ-修復しない。 

• 電源コードを束ねたまま使わない。 

• 電源コードをステープラ等で固をしない。 

• 損傷した電源コードを使わない。(損傷した電源コードはすぐ同じ規格の電源 




コードと取り替えてください。交換に関しては、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にご連絡ください。） 


1 添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 

添付の電源コードは本装置に接続し、使用することを目的として設計され、その安 
全性が確認されているものです。みして他の装置や用途に使用しないで<ださい。 

1 义炎や感電の原因となるおそれがあリます。 

0 1 


設置•移動•保管•接続に関する注意事項 


IA 注意 1 


1人で持ち上げない 

0 

本装置の質量は最大で1 8 kg です。本装置の持ち運びは2人と J 上で底面をしっかり 
と持ってください。1人で持ち上げると腰をいためるおそれがあります。また、 

本装置を運ぶときはフ□ントマスクに手をかけて持ち上げないでください。フロ 
ントマスクが外れ、本装置ををとしたり、フ□ントマスクを壊したりするおそれ 
があります。 


指定ムソがの場所に設置しない 


本装置を次に示すような場所や本書で指をしている場所じ(かに置かないでくださ 
し、义災の原因となるおそれがありまず。 

• ほこりのをい場所。 

• 直射日光が当たる場所。 

• 給湯器のそばなど湿気のをい場所。 

• 不安をな場所。 


まを上のごを意 - 

つづき 

■— 


仪ミ主意 | 



腐食性ガスの存在する環境で使用しない 




腐食性ガス(二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンな 
ど)のを在ずる場所に設置し、使巧しないでください。また、ほこりや空気中に 
腐食を促進ずる成分(塩化ナトリウムや硫黄など)や導電性の金属などが含まれて 
いる環境へも設置しないでください。装置内部のプリント板が腐食•ショート 
し、义炎の原因となるおそれがあります。ご不明の点は販売店または保守サービ 
ス会社にお問い合わせください。 

電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取りがしをしない 

本装置内蔵用オプションやインタフェースケーブルなどの取り付け-取りかしは本装 
置の電源を OFF じして、電源プラグをコンセントからあいてから巧ってください。た 
とえ電源を OFF にしても電源コードを接続したまま本装置内の部品やケーブル、コネ 
クタに触ると感電したり、ショートじよる义炎を起こしたりすることがあります。 

指定 L ツがのインタフェースケーブルを使用しない 




インクフェースケーブルは、弊社が指定ずるものを使巧し、接続する本装置やコ 
ネククを確認した上で接続してください。指定じ(外のケーブルを使用したり、接 
続先を誤ったりずると、ショートにより义災を起こずことがありまず。また、イ 
ンクフェースケーブルの取り扱いや接続について次のを意をお巧りください。 


• 破損したケーブルコネククを使用しない。 • ケーブルを踏まない。 

• お損したケーブルを使用しない。 • ケーブルの上にちのを載せ 

• ケーブルの接続がゆるんだまま使巧しない。 ない。 


お手入れ • 内蔵機器の取り扱いに関する注意事項 





の 


自分で分解•修理•改造はしない 


本装置の説明書に記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理■改造を 
巧ったりしないでください。本装置が正常に動作しなくなるばかりでなく、感電 
や义災の危験がありまず。 


光ディスクドライブの内部をのぞかない 




光ディスクドライブはレーザーを使巧しています。電源が ON になっているとき 
に内部をのぞいたり、鏡などを差し込んだりしないでください。万一、レーザー 
光が目に入ると失 S 月するおそれがあリまず（レーザー光は目に見えません)。 


咳)戀 

运 


リチウムバッテリを取りがさない 

本装置内部にはリチウムバッテリが取り付けられています。リチウムバッテリを 
取り外さないでください。リチウムバッテリは义を近づけたり、水に浸けたりず 
ると爆発するおそれがあります。また、リチウムバッテリの寿命で本装置が正し 
く動作しなくなったときは、ご自分で分解-交換-を電などをせずにお買いホめ 
の販売店、または保守サービス会社に連絡してください。 


電源プラグを差し込んだまま取り扱わない 


お手入れや本装置内蔵巧オプションの取り付け/取り外し、本装置内ケーブルの 
取り付け/取り外しは、本装置の電源を 0 FR こして、電源プラグをコンセントか 
ら抜いて巧ってください。たとえ電源を OFF にしても、電源コードを接赫したま 
ま本装置内の部品に触ると感電ずるおそれがありまず。また、電源プラグはとき 
どきあいて、乾いた布でほこりやゴミをよくふき取ってください。ほこりがた 
まったままで、水滴などが付くと発熱し、义災の原因となるおそれがあります。 



A ミ主意1 


A I 

1 高温ミち意 

本装置の電源を 0 FR こした直後は、内蔵型の八ードディスクドライブなどをはじ 
め本装置内の部品が高温になっていまず。十分にぶめたことを確認してから取り 

1 付け/取り外しを巧ってください。 

1中途半端に取り付けない 

ボードは確実に取 U 付けてください。中途半端に取 U 付けると接触不良を起こ 

1 し、発煙や発义の原因となるおそれがあります。 


運用中の注意事項 


应ま意 I 




雷が鳴ったら触らない 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントからあいてください。また電源 
プラグをあく前に、雷が鳴りだしたら、ケーブル類も含めて本装置には触れない 
でください。义災や感電の原因となります。 


A A I 

0 I 

A 0| 

A 0| 


ぺットを近づけない 

本装置にぺットなどの生き物を近づけないでください。排泄物や体毛が本装置内 
部に入って义災や感電の原因となりまず。 

装置の上にちのを載せない 

本装置が倒れてけがや周辺の家財に損害を与えるおそれがありまず。 


光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


引き化したトレーの間からほこりが入り、誤動作を起こずおそれがありまず。ま 
た、トレーにぶつかりけがをするおそれがありまず。 


I ヘッドフォンを耳にあてたまま接続しない 

I ヘッドフォンをちにあてたままヘッドフォンジャックに接綺しないでください。 
、—ソ I ちを痛めるおそれがありまず。また、接赫前にボリュームが大きくなっていない 
I ことを確認してください。 




巻を込みを意 

本装置の動作中は背面にあるぶ却巧ファンの部分に手や髪の毛を近づけないでく 
ださい。手をはさまれたり、髪の毛が巻き込まれたりしてけがをずるおそれがあ 
U ます。 


警告ラベルについて 


本装置内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルがお 
り付け6れています。これは本装置を操作する際、考え6れる危 
険性を常にお客様に意識していただくためのものでず（ラベルを 
はがしたり、ミちしたりしないでください)。もしこのラベルが貼り 
付けられていない、はがれかかっている、ミちれているなどして判 
読できないときは販売店にご連絡<ださい。 

ラベルに貼られている内容をよく読んで警告事項を守ってくだ 
さい。 



製品の譲渡と巧案について 


第王者への譲渡について 

本体または、本体に添付されているものを第兰者に譲ミ度ほたは売孤ずるときは、次のを意を 
守ってください。 


• 本体について 

第兰者へ譲ミ度ほたは売孤ずる場合には、装置に添付されている説明書一式を一緒におミ度し 
ください。 

J \- ドディスクドライブ内の大切なデータを完全に消去していますか？ 0 S 上か5は見 
えなくなつていても八ードディスクドライブ上に巧つている場合があります。第王をへ 
のデータ漏ミまを防止ずるために、市販のツールや保守サービス(共に有償)を利用して、 
お客様の責任において消去してください。 

• 添付のソフトウェアについて 

添付のソフトウェアを第兰者に譲ミ度(売が)ずる場合には、じ(下のを件を満たず必要がありまず。 

一添付されているずべてのちのを譲ミ度し、譲ミ度した側は一切の複製物を保持しないこと 

一各ソフトウ王アに添付されている『ソフトウ王アのご使用条件』の譲ミ度、移転に関する条 
件を満たすこと 


-譲ミ度、移転が認め6れていないソフトウエアについては、インス I ''ールした装置か6削 
除した後、譲ミ度ずること 


製品の譲渡と巧案について-つづを- 


• 消耗品•本装置の廃棄について 

本体および八ード ディ スク、フ □、ソ ピー ディ スク、 DVD / CD - R 0 M やオプシヨンのボード、 
バッテリなどの廃棄については各自治体の廃棄ルールに従って<ださい。なお、装置添付の 
電源コードにつきましても、他装置への転用を防ぐため本体と一緒に破棄してください。詳 
しくは、各自治体へお問い合わせください。 本体に搭載されているバッテリの廃棄(およびを 
換)についてはお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 


装置の輸送について 


本体およびオプションなどには、リチウム金属電池あるいはリチウムイオン電池を使用していま 
ず。リチウム電她の輸送に関しては、航空•ミ毎上輸送規制が適用されまずので本体およびオプシヨ 
ンの航空機、船舶等での輸送については、お買い求めの販売店、または保守サービス会社へお問い 
合わせください。 


ぶ 健康を損なわないためのアドバイス- 

このコラムでは、コンピューク機器を使用ずる上で健康を損なわないためを意していただきたいこ 
とがらを記載します。身体に負担がかからないようム掛けましょう。 

• よい姿勢で作業をしましょう。 • ディスプレイの向きや明るさ（ブライトネス）、 


コントラストを見やすく調節しましょう。 



• キーボードの角度を調節しましょう。 • ときどき輕い体操をずるなど、気分転換を 



このコラムでは、 Express 5800シリーズに関する情報サービスについておがらせします。 


• http://www.nec.co.jp/ 

Express 5800シリーブおよび弊社製品に関するさまざまな情報が盛りだくさんのホームペー 
ジでず。ぜひお立ち寄りください。 

• http://club.express.nec.co.jp 

Express 5800シリーズをご利巧のお客様を対象にさまざまな特典やサービスを提供ずる 
ClubExpress のホームページです。 お客様登録や登録の変更もできます。 

• http://www.fielding.nec.co.jp 

NEC フィールディング(株)のホームページです。メンテナンス、ソリューシヨン、用品、施設エ 
事などの情報をご紹介していまず。 

また Express 5800シリーズに関するご質問 • ご柜談は「ファーストコンタクトセンター」でお受けし 
ています。(電話番号のかけまちがいが増えておリます。番号をよくお確かめの上、おかけください。） 

ファーストコンタクトセンター 

TEL 03-34 己己 - 已 800 (f で表） 

受付時聞/ 9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

その他- 

本装置を安全に正しく取り扱うための説 B 月やを意事項は、オンラインドキュメントの「ユーザーズ 
ガイド」で詳しく記載されていまず。 
























































































































































本項目を選択ずると、表示言語の運択の後、ツールメニューが起動しまず。 
③ Tool menu (Redirection mode ) 

本項目は、 BIOS コンソールリダイレクション機能を使巧して、コンソールレ 
スにて操作ずる場合にのみ選択してください。 

詳しくはユーザーブガイドの r ソフトウェア編」を参照してください。 

また 、 Windows PC にセットずるとけートランメニュー」を表示しまず。このメニューから各種バンドルソフトウェアのインス!ルや、オンラインドキコ 
メントを参照ずることができまず。 


Steps おさ様登歸をずる 

添付の r お客様登録申込書 J またはインターネット ( WWW ) を利用して 
登録を行います。 

添付の r お客お登録申込書 J に必要事頃を記入の上、 r エクスプレス受付 
センタ ー J までご返送ください。返送していただいたお客様は、 
[ ClubExpress 会員 J に^^させていただきまず。に lubExpress を 
員 J は、インターネットか6ら登録手続をび行えます。 

http :// club . express . nec . co.jp 



また、 Express 已800シリーズをはじめとするさまざまな製品の情報 
は薛社 Web サイトにあります。ご覽ください。 

[NEC コーポレートサイト] http :// www . nec . co . jp / 

议上で Express 已800シリーズのセットアップは完了です。 

ご利用の擇境に合わせてその他使用ずるアプ y ケーンヨンのインストー 
ルとセットアップをして<ださい。 

Express 已800シリーズを末永くご利用ください。 

Express 5800シリープに閱ずるご質間.ごち談は「ファーストコンタクトセンター」でお 
受けしています。（電話番号のかけまちがいが増えておりまず。番号をよくおおかめの 
上、おかけください。） 

ファーストコンタクトセンター TEL . 03-34 已已-已800«で表） 

受付あ闇/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

— サービスパックの適用について - 


本装置にサービスパック ( SP ) を適用する場合、 SP を単独で適用す 
ると起動できなくなったり、動作が不安定になったりしまず。十分 
ごを意ください。適巧方法は SP の添付状況により異なりまずの 
で、ユーザーブガイドの導人編または 「NEC コーポレートサイト 
(http://\AAA/w.nec.co.jp/) 」を参照して く ださい。 

また 、 Windows Server 2003 Service Pack 2 を適巧ずる場合は、 
「シームレスセットアップ (Windows Server 2003 R 2 を除く）」また 
は「システムのアップデート」で行ってください。装置に 「NEC 
Express 5800シリーブ Windows ® Server 2003 RUR CD - ROM 」 が 
添付されている場合がありまずが、使巧せず破棄ずるか、装置に添付 
されているほかの媒体と異なった場所に保管してください。通常、ご 
使巧になられても次のようなメッセージが表示され、セットアップが 
続行できませんが、メッセージが表示されず適用された場合は、再度 
「 EXPRESSBUILDERJDVD から「システムのア、ソプデート」を巧って 
ください。このときサービスパックを再適巧ずる必要はありません。 


セットアップメッセージ 

この Windows RUR は、この装置には対応していません。 
ご使用の装置を確認してください。 


商標について 

EXPRESSBUILDER と ExpressPicnic、ESMPR0 は日本電気株ま会社の登録商標でず。 
Microsoft および Windows、Windows Server、Windows NT は米国 Microsoft Corpo¬ 
ration の米国およびその他の国における 登録商標 または商標です。 

その他、記載の会せ名および商品名は各社の商標または登録商標です。 

このマニュアルは再生紙を使用していまず。 

© NEC Corporation 2009 

NEC の許巧な<復敦-改変などを巧うことはでまません。 


(6) 自動インストールの開お画面で[実行する]をクリックする。 

じ(降はメッセージにしたがってください。 


圈 


装置に添付の EXPRESSBUILDER に対応していない大 
容量記憶装置コント□-ラに接続された A - ドディスク 
ドライブへインストールずる場合は、「ユーザーズガイ 
ド」の r 導入編」一「応用セットアップ」を参照してくださ 
し、。対応コント□-ラの確認は、コント□-ラに添付の 
セットアップ手順書、またはユーザーズガイドを参照し 
て < ださい。 

Windows Server 2003 x 巨4 Editions をインストー 
ルする場合は、 「EXPRESSBUILDERJDVD に格納され 
ているオンラインドキュメント 「Windows Server 
2003 R 2, Standard x 日4 Edition インストレーシヨ 
ンサプリメントガイド」を参照し r マニュアルセットアッ_ 
プ」を行ってください。 

本製品には標準でフ□ッピーディスクドライプが搭載され 
ていません。別途ご用意ください。 


[ 
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己 TO (工場組み込み出荷)モデルの巧巧設定 

本体の電源を ON にするとインス I -ールミきみの 0 S が起動します。続 
けて Linux サービスセットに添付される r 初期設定および関連情報に 
ついて」を参照し、 Linux の初期導入設定を行って<ださい。 

OS びホインストールの場合 • 再インストールの場合 ( Linux ヴービ 

スセットを購入している場合） 

添付の 「 EXPRESS 己 UILDERJDVD に格納されているオンラインド 
キュメント r ユーザーズガイド」の 「 Linux のセットアップ」を参照 
し、「シームレスセットアップ」を巧ってください。 

OS び末インストールの場合 • 再インストールの場合 ( Linux ヴービ 

スセットを購入していない場合） 

添付の 「 EXPRESS 己 UILDERJDVD に格納されているオンラインド 
キュメント 「Red Hat ® Enterprise Linux 己 Server インストレー 
シ ヨンサプリ メントガイド」または 「Red Hat Enterprise Linux 4 
インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアル 
セットアップ」を行ってください。 

セットアップ時にドライバディスクを作成する必要があ 
りまず。別途ドライバディスク用に空きフ□ッピーディ 
スクを1枚ご用意ください。 

• 本製品には標準でフ□ッピーディスクドライブが搭載され 
ていません。別途ご用意ください。 


圈 


か) A ' ふ パ gjgl 


本装置内のメモリダンプ(デバッグ情報)を探取するための設定を巧います。詳 
細については、「ユーザーブガイド」の r 導入編」一 r 障害処理のためのセツトアツ 
プ」をご覧ください。 


Step / EXPRESS 己 UILDER をほったセットアップをずる 

流 付の rEXPRESSBUILDERJDVD に各種ユーティリティび格納されています。これ S は Express 已800シリーズび提供するシステムを付: 
の運用管理を行うためのユーティリティです。 TCO(Total Cost of Ownership ) の削減、重大障害の未然防止、障害か6の早期復旧を実 
現するために、 EXPRESSBUILDER を使ってごほ用になる擇境に合ったげ態にセットアップしてください。 

ここでは、 |■ EXPRESSBUILDERJDVD にある各種ユーティリティについて紹なします ( OS びインストール済みのモデルではあ S かじめこれ 
6のユーティ IJ ティちインストールされているをのびあります)。 

「ユーザーズガイド」の r ソフトウエア編」またはオンラインドキュメントを参照してインストールやセットアップをしてください。 
ここで記載されていないユーティリテイについては、ユーザーズガイドまたはオンラインドキュメントで説明していまず。 


—エクスプレス通報サービス/エクスプレス通報 
ホービス （ HTTPS )」 は、お客様と NEC をひとつに 
岳び、安ム-を実した運用と各種サポートを提供 
するユーティリティでず。 NEC が提供ずるサポー 
トサービス体系 riBestSolutions システムサポー 
トサービス」の基礎となるものであり、 

— ESMPR 0/ Se 「 ve 「 Agent 」々、^ WL たトラブルや 
亡の兆候が現れた際にインクーネットや公衆回線 
を介して r 監視センクー」に通報します。 

二れを受け、「監視センクー」は、全国430力所じ （ 
とにある NEC フィールディングの保守サービス拠 
なのうち、もよりの拠点に指示を化し、サービス 
亡ンジニアがユーザー先へ出向いてトラブルの未 
が回避や復旧処置を巧います。なお、ご利用に際 
ソては、別途有償の八ードウエア保巧契約か、通 
おサービス契約が必要です。 


0 S の再インス I ル（シームレスセツトアツ 
プ)やシステムの診断、各種 OEM - Disk の作成 
など Express 5800シリーズのシステムを構築 
するためのセツトアップユーテイリテイ。 


r シームレスセットアップ」で使巧ずる「パ 
ラメークファイル」を作成する Windows 
ベースのユーテイリテイ。 


-装置のさまざまな障害情報を収集し、状態の判定を 
巧い異常を横化ずると、 ESMPRO/ServerManager 
ヘアラート通報を巧います。 

-障害の予防対策として、事前に障害の発生を予測ず 
る予防保ず機能をサポートしています。匿体内湿度 
上昇や八 ー ドディスクドライブ劣化などを事前にお 
化できます。 

-装置の詳細な八ードウエア構成情報、性能情報を取 
得できます。取得した情報は ESMPR 0/ 
$6「ソ6「[\/1日11日96「を通してどこからでも参照できま 
す。 
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Windows ベースのを 
種ユーテイリテイのイ 
ンス I —ルからセット 
アップや保守の際に使 
巧ずる OEM - Disk の作 
成などをナビゲートす 
る親合支援ツール。 
ユーザーズマニュアル 
などのドキュメントの 
閲覧もできまず。 


ネツトワーク上に分散 
したサーバを効率よく 
管理できる GUI を提供ず 
るユーテイリテイ。 


ESMPR 0 はサーバシステムのを定稼動と、効 
率的なシステム運用を目的としたサーバ管理ソ 
フトウェアです。本製品を導入することによ 
り、装置の構成情報-性能情報-障害情報をリ 
アルタイムに取得•管理•監視できるほか、ア 
ラート通報機能により障害の発生を即座に知る 
ことができるようになります。 


EXPRESSBUILDER にごいて: 


本装置の光ディスクドライブに 「 EXPRESSBUILDERJDVD をセット 
して起動ずると、じ(下のメニューが起動しまず。 


① Os installation 

本項目を運択ずると、 EXPRESSBUILDER トップメニューが表示されます。 

② Tool menu (Normal mode ) 


手順⑥でパラメータファイルを使用してセットアップする場合は、 
ファイル保を用として 1.44 M 己フォーマット済みの空きフ□、ソピー 
ディスクを1枚ご用意ください。また、作成したフ□、ソピーディス 
クは、 EXPRE % BUILDER と一緖に保管しておいてください。再 
セツトアップの際にこのフ□、ソピーディスクを使用ずれば、パラ 
メータの入力を省略することができます。 


箱を開けてか6装置を使えるよ5になるまでの手順を説明しま 
す。このスタートアップガイドに従って作業してください。 


EXPRESSBUILDER 


キュメントを窝む,一 


'な 


ユーザーズ ガイドについて 

ユーザーズガイドは I ' EXPRESSBUILDERJDVD の中に格納 
されています。ユーザーズガイドは Adobe ® Reader™ で閲覽 
でをる PDF ファイルで、な下の手順で表示•印刷することびで 
をます。 

① Adobe Reader びインス!ルされているコンピュータ 
の電源を ON にする。 

( D 添付のに XPRESSBUILDERJDVD をコンピュータの光 
ディスクドライブにセットする。 

オートラン機能により自動的にメニューが起動しまず。 

セットしたタイミングによっては、自動的に起動しない場 
合がありまず。そのよう 

な場合は、エクスプ □- , 

ラから「マイコンピュー 
夕」を選択し、セットした 
光ディスクドライブのア 
イコンをダブルクリック 
してください。 

③ r 才ートランメニュ ー J の 
r ドキュメントを読む J を 
ク u ックする。 

EXPRESS 己 UILDER は DVD にて提供しているため、 DVD び 
読み込める装置のあるコンピュータでないとる種ソフトウェアのイ 
ンストールをすることびできません。 CD - ROM 装置のみのクライ 
アント7シンへソフトウェアをインストールしたい場合は、次のよ 
うな手順にて、いったん CD - R 等へコピーしてか6ほ用してくださ 
し、。 

本手順は、クライアントへソフトウェアをインス 
I ルずる目的に限り、 CD 1枚分のみコピーず 
ることがでをまず。 

①本装置など、 DVD び読み込める装置へ 

I ' EXPRESSBUILDERJOVD をセットする。 

( D 才ートランメニューび起動した場合は お 了させる。 

③エクスプローラか S 、 rEXPRESSBUILDERJDVD に巧 
細されたな下のファイル • フォルダを八ードディスクドラ 
イブへ コピー する。 

¥(ルートフォルダ） 

>-¥011: version.xml をコピー 
卜 ¥ ar _ menu な下すベて 
卜 ¥ doc な下すベて 
L ¥ win な下すベて 

(4) 手順 ③ にてコピーしたファイル•フォルダをそのままの 
フォルダ構造にて CD - R へコピーする。 

コピーするときは、ルートフォルダを一致させてくださ 
い。 

⑥ CD - R へのコピーが完了した S 、 手順 ③ にてコピーした 
八ードディスクドライブ上のファイル • フォルダはすべて 
削除する。 

⑥ 手順®で作巧した CD - R をクライアント7シンの CD-ROM 
装置へセットする。 

③ エクスプローラか6、 CD 巧のな下のファイルを実行ずる。 
¥011 ¥ ar _ menu ¥ autorun _ menu.exe 

(32 bit エディションの場合） 
autorun _ menu _ x 64 .exe 
(64 bit エディションの場合） 

ユーザーズガイドでは、本製品をままに取0扱ラためのを 意事 頃 
やスタートアップガイドでは記載されていないセットアップに関 
する詳細な説明、運用やアップグレードに関する説明び記載され 
ていまず。また、 r 脚 奪 かな？ J とおったときのトラブル回避の手 
だてやヴービスに関する情報を記載されています。本製品を取り 
扱ラ前にぜひお読みください。 


な 


PDF ファイルを閲覧ずるためには 、 Adobe Reader 
の日本語版が必要です 。 Adobe Reader はアドビ社の 
Web サイトか目無償でダウン□ー ドすることができま 
ず （ http :// vvww . adobe . com / jp / products /3 cro - 
bat / readstep 2. html )。 またユーザーズガイドは、 
薛社 Web サイトの [ PC サーバサポート情報]ページ 
か5ダウン□-ドすることもでをまず （ http :// 
support . express . nec . co . jp / pcserver /) 0 


Step 4 ケーブルを接続ずる 

ケーブルを本体に接続します。 

「ユーザーズガイド」の 「 A - ドウエア編」を参照してくださし、。 


オンボード SATA ほ用時の OS によるヴポートについて 


族; 


0 S がインス I -ール済みのモデルでは出荷時に設定 
済みでず。 


国 


V.. 為 ^ 


マウス 


Stepi 添付品を確認ずる 

添付の構が品表を参照して < ださい。 

• 本体 X 1 • 電源コード X 1 

• EXPRESSBUILDER パ、ソ ヶージ X 1*1 
• スクートアップガイド(本書） X 1• お客様登録申込書 X 1 
• 保証書 X1*2 • マウス X 1 

• キーボード X 1 • SATA ケーブル x 4*3 



キーボード 


— 

——画' 


シリアルインクフェース 
を持つ装置（モデムなど) 


-回」 


圓 


添付の rEXPRESSBUILDERJDVD は、セットアップ 
(または再セットアップ)の時にお要となりますので大切 
に保管しておいてください。 

• 上記添付品は、本体のみのものでず。スタートアップ 
パックや BT 0 (工場組み込み出荷)製品などは「組み込み 
製品-添付品リスト」をご確認ください。 

*1 EXPRESSBUILDER パ、 ソケージの 内容については 

EXPRESSBUILDER 内の添付品一覧を参照してください。 

*2 本体捆包箱に目より付けられていまず。 

*3 オプションの RAD コント□ーラを搭載したモデルの場合のみ添付 
品とな y まず。 

Step 2 内蔵オプションを巧り付ける 

本体内蔵用のオプションを取り付けます讨プションを購入していない 
場合や rsTo (工場組み込み出荷) J で本製品を購入されたお客様は 
steps へ進んでください)。 

H r ユーザーズガイド」の 「 A — ドウエア編」を参照してください。ま 
た、インス!ルする 0 S によっては、一部ハードウエアの制限 
びあります ( BT 0 モデルを除く）。「ユーザーズガイド」の「導入 
編」を参照してま意事項を確認して < ださい。 

Step 3 本巧を適切な場所に設置する 

本体の 設置 場所を巧めます。 

「ユーザーズガイド」の 「 A — ドウエア編」を参照してください。 

圓 



イスプレイ装置 


み 


USB インクフェースを持つ機器 
( USB ポートはフ□ント側にも2 
ポートありまず。） 



r 八ブ/スイッチング 
八ブ惦ど 


① 


電源を〇 N にしたを 、 [N ECJ ロゴび画面に表おされた S 、 
< Esc > キーを}甲す。 


ly 下の環境ま件を 
满たした場所 
<動作時> 

室内温度：10で〜35で • 
湿度： 20%〜80% 

温度勾配：±10で/時 
気圧： 749〜1040 hoa 
<化止時> 

jH 

i 


1 

室内温度： 5で〜40で* 
湿度：10%〜80% 

温度勾配：±15で/時 
気圧： 749〜1040 hpa 

r 


p 


のケーブルが届<場巧 


‘室の温度15它~2已ごの 
範囲が保てる眉巧での 
使用をお封めしまず。 



オンボードの SATA コント□ーラを使用する場合、 0 S によってサポー 
卜するモードが異なりまず。 

Windows : AHCI モードまたは RAID モード 

AHCI モードの設定 

BIOS Setup メニューか6 「 Advanced 」 一 「Peripheral 
Configuration 」 一に ATA AHCI Enable 」 を 「 Enabled 」 に設定。 
RAID モードの設定 
ジャンパスイッチで設定を巧います（ユーザーブガイドの八ード 
ウェア編一 RAID システムのコンフィグレーションを参照）。 

Linux : IDE 互換モード 

IDE 互換モードの設定 

BIOS Setup メニューから 「 Advanced 」 一 「Peripheral 
Configuration 」 一 「Native Mode Opration 」 をに erial ATA 」 に設定。 

BIOS Setup メニューか 6「 Advanced 」 一 「Peripheral 
Configuration 」 一に ATA AHCI Enable 」 を 「 Disabled 」 に設定。 


Steps 己 los の設定を変更する 

ra BIOS の設定を変更するぶ、要のない場合は、電源を ON にずる前 
議 に Step 日をご覧ください。お買い求めにな5れたモデルによつ 
ては、電源の ON 後、ずぐにシステムのセットアッププ□グラム 
が起動した0、添付の rEXPRESSBUILDERJDVD を使って 
セットアッププ□グラムを起動しなければな5ない場合があり 
まず。 

ごほ用になる擇境に合わせて BIOS 【を asic input Output 
さ ystem ) の設定を巧更します。 

H 操作方法や設定の詳細については r ユーザーズガイド」の 「 A - ド 
ウエア編」を参照してください。 

システム BIOS の設定を更 

オプションの UPS (無停電電源装置）を接続している場合や、管理ソフ 
トウエアとの機能の連携をする場合にシステム BIOS の設定を変更しま 
す(通常は出荷時の状態でち問題ありません)。設定を変更するために 
BIOS セツトアップユーティリティに ETUP 」 を起動しまず。 


Step 6 


システムをセットアップずる 

オペレーティングシステムをセットアップします。 

< Windows > 

OS びインストール巧みのモデルで初めて電源を ON にする場合 

本体の電源を ON にすると Windows のセ、ソトアップ画面が表示され 
ます。画面の指示に従って必要な設定をしてください。 

0 S がインストールをれていないモデルの場合 • 再インストールの場合 

インストールロま、添付の 「 EXPRESS 己 UILDERJDVD を使います。 

① 本体の電源を ON にする。 

(D rEXPRESSBUILDERJDVD を本な:の光ディスクドライブに 
セットする。 

③ < Ctrl > キーと < Alt > キーを 巧しなび 6< Delete > キーを 巧し 
て再起動をせる。 

光ディスクドライブから EXPRESSBUILDER が起動します。 


③ 巧に示す起動メッセージび画面に表示されるまで待つ。 


③ < F 2> キーを 巧す。 

「 SETUP 」 ユーティリティが起動しまず。 

SCSI BIOS / ディスクアレイ BIOS の設定変更 

オプションの SCSI コント□-ラや RAID コント□ー ラを搭載している場 
合は、それぞれの設定を変更ずるコンフィグレーションユーティリ 
ティの起動メッセージが表示されます。それぞれのオプションに添付 
の説明書を参照して正しくコンフィグレーションしてください。 


(4) [シームレスセツトアップ 
を実巧する]を選巧し、[巧 
へ]をク IJ ツクずる。 


-EXPRESSBUILDER 


叫|芭-卜》 


⑥ パラメー タフアイルをほ用する場合は、 パラメー タを□—ド 
する。 

[既巧のパラメータフアイルをほ用しない場合] 

「パラメータを□ー ドしない」を選択して、[次へ]をク 
リックずる。じ(降は、各画面の指示にしたがって必要な 
パラメータを入力してください。 

[既巧のパラメータフアイルをほ用ずる場合] 

「パラメータを□ー ドする」を選択し、パラメータファイ 
ルのパスをボックスへ入力する。この後、ウィザード上 
でファイルから□ー ドされたパラメータファイルを磕認 
する場合は[次へ]を、確認しないでそのままインス!''一 
ルの場合は「スキップする]をクリックする。 





























































































































































































































